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脂肪肝とは、肝臓にまんべんなく脂肪がついている状態です。お酒飲みや肥
満の方がなるものという印象かもしれませんが、それ以外にも脂肪肝となって
いる方はいらっしゃいます。医療の現場でもこれまで脂肪肝があってもあまり
重要視されず、禁酒や運動を指示されて済んでしまうような状況でした。しか
し近年の研究や2023年日本肝臓学会により提唱された「奈良宣言」により、
脂肪肝も対応を怠ると後々問題を起こすことが明らかになってきました。脂肪
肝の中には肝臓に炎症や線維化（肝臓が硬くなる）が起きるタイプがあり、こ
れを放っておくと肝硬変や肝癌に進行するリスクがあります。本邦での疫学調
査では、脂肪肝から肝硬変に進行した人からは年率おおよそ3%からの肝発癌
がみられたとの報告もあります。前途の奈良宣言では「MASLD（代謝機能異
常関連脂肪性肝疾患）」という新しい概念が提案され脂肪肝を全身の病気の一
部としてとらえており、肝臓だけの問題ではなく糖尿病や高血圧など生活習慣
病、心筋梗塞など心臓病とも深く関係しています。そのような事から脂肪肝と
診断された時点で、食事や運動など生活習慣を見直すこと
が大切と考えられます。必要に応じて専門的な検査を受け、
進行の程度を把握することも重要です。奈良宣言ではALT
が30を超えたらかかりつけ医に相談するよう推奨されて
いますので、心配な方は主治医に相談してみて下さい。
肝臓病としての進行が疑われるようであれば、肝臓専門医へ
紹介してもらうといいでしょう。
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今気になる脂肪肝のはなし


